
「⼈と情報のエコシステム」研究開発領域 に関するご質問
No. 項⽬ 質問 回答

1 提案の対象

本領域の対象としては、AI等の進展で今後起こりうる課題という認識で良い
か。その場合、今現存する課題と重なりあう部分もあると思う。AI等の技術
進展でその課題がより深刻になるものなど、AIの進展のみの影響ではない課
題も対象になり得るか。

対象となり得る。

2 提案の対象
資料（「領域について」説明資料スライド8）によると、これまで対話のプ
ラットフォーム構築に関するプロジェクトがなかったとのことだが、なぜ無
かったのか。

全く無いといことではない。他のプロジェクトに機能として埋め込まれている部分もあ
る。その上で領域としてはまだ⾜りていないという認識である。例えば、政策担当者、
企業担当者と⼈社系研究者の議論の場が形成されているかというそうではない。さら
に、⼀般ユーザーとの対話の場もなかなかできていない。その意味でポートフォリオが
空⽩になっている。また、これらの活動は研究そのものよりも場づくりの活動に近いた
め、研究者からは提案しにくい部分もあるかもしれない。その点ではURAやメディア等
からの提案も期待したい。

3
領域としてのア
ウトプット

対話のプラットフォームの具体的なイメージはどのようなものか？

例えば学会の中で⽴ち上がっていることなど、⾃⽴的に活動できる体制が構築できてい
ること。また、教育プログラムに埋め込まれていることなども想定している。技術が進
展していく中で、様々な分野の⽅々が継続的に活動を続けられるような場と考えてい
る。

4 実施体制
プロジェクトの実施体制について、メンバーに情報系や理⼯系の研究者が⼊
ることが必須か。

必須ではないが、特に今年度については、CRESTのような具体的に技術開発を推進して
いるところと相互にフィードバックをかけられるような取り組みを歓迎したい。

「⼈と情報のエコシステム」研究開発領域・「科学技術イノベーション政策のための科学」研究開発プログラム に共通するご質問
No. 項⽬ 質問 回答

1 提案要件
CRESTの研究代表者が、提案者（研究代表者）として提案することは可能
か。

可能である。

2 提案要件
「⼈と情報のエコシステム」と「科学技術イノベーション政策のための科
学」で重複応募ができないということであったが、例えば、⽚⽅で代表者と
して提案した者がもう⼀⽅に共同研究者として⼊ることは可能か。

可能である。


